
リハビリテーション部スタッフ理学療法室

　リハビリテーション部は、医師７名、理学療法士24名、作業療法士７名、言語聴覚士６名、看護師1名で構成され、主
に肢体不自由リハビリテーション科、内部障害リハビリテーション科、高次脳機能障害科より処方を受けています。当院の
施設基準は、脳血管Ⅰ、運動器Ⅰ、心大血管Ⅰ、呼吸器Ⅰと全ての領域で最高水準の認定を受け、臓器移植など大学病院の
特殊性に対応する高度で専門的なリハビリテーションを提供しています。また、がんの連携拠点病院としてがんのリハビリ
テーションにも力を入れております2020年度の処方件数は、理学療法3999件、作業療法1406件、言語療法1027件となっ
ています。また、当院は多くのリハビリテーション専門医の育成に携わり、心臓リハビリテーションの認定優良プログラム施
設に指定されています。このように全ての領域のリハビリテーション医療の研修が可能で、多くの研修生を受けいれています。
近年は、産学協同で医療機器の開発にも協力しています。

連絡先　022-717-7677（リハビリテーション部受付）
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集中治療室では呼吸、循環系の生命維持
装置のもとで、血液浄化療法が行われてい
ることも稀ではありません。

朝の準備ではチームで情報共有を確実に
行います。

　血液浄化療法部は、血液浄化療法室に12床を有し、血液透析治療や各種アフェレシスを行っています。そのほかに集
中治療室や高度救命救急センターでの持続血液ろ過透析（CHDF）が最大10件同時に可能な体制をとり、さまざまな血液
浄化療法を行っています。
　血液浄化療法部では院内で実施される血液浄化療法のすべてを管理しています。各主治医から治療オーダーをいただき、
主治医の治療をサポートする立場ながら、希少疾患や重篤な病態に関する知見、経験が集積され、各科の治療に貢献して
います。2020年は血液透析が256名（1901回）、持続血液ろ過透析 106名（1566回）、エンドトキシン吸着25名（81回）、
血漿交換・二重ろ過血漿交換46名（198回）、顆粒球除去・リンパ球除去3名（24回）、血漿吸着2名（15回）、腹水ろ過
濃縮再静注32名（45回）の実績があり、中央管理実績では全国屈指の件数となっております。連携医療機関のみなさまに
は患者さんの入退院・転院において迅速な情報提供と多大なるご協力をいただき感謝しております。今後ともよろしくお願
い申し上げます。

連絡先　022-717-7467（血液浄化療法部受付）

血液浄化療法部

臓器提供意思表示カード。運転免許証、
健康保険証の裏面にもあります。臓器提供と臓器移植の権利に関わる模式図

　東北大学病院は心臓、肺、肝臓、膵臓、腎臓、小腸全ての臓器移植が行える施設であり、また膵島移植実施施設でも
あります。臓器移植医療部は、部長、副部長、スタッフ医師（助教）、移植担当医（特任助手）、レシピエント移植コーディネーター 
4名、事務補佐員2名からなり、臓器横断的に東北大学病院の臓器移植医療の中心となり、移植を必要とする患者や家族
に対する援助をおこなっています。移植において患者や家族が直面する問題は、医学的なものだけでなく心理的、社会的、
経済的なものがあります。医学的な問題は各移植担当診療科の医師、看護師など医療スタッフが全力で解決に当たりますが、
コーディネーターは病院内の関連部署スタッフとの連携、さらには院外施設との連携を通して、臓器移植を必要とする患者
や家族のあらゆる問題解決のために尽力しています。
　東北大学病院では、2021年5月までに549件の臓器移植を行いました。内訳は、心臓移植26件、肺移植139件、肝
臓移植212件、腎臓移植141件、膵腎移植15件、膵島移植3件、小腸移植13件となっており、全国でも有数の臓器移
植施設です。

連絡先　022-717-7702（臓器移植医療部受付）
ホームページ　http://www.ishoku.hosp.tohoku.ac.jp
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